































料 1｢公民科 『政治 ･経済』学習指導案｣であ
る｡
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7.本時の目標 ･税金の種類 と,直間比率の内訳 を学ぶ｡
･歳入 と歳出における国債の関係 を学ぶ｡
･日本の財政の現状 を学ぶ｡
･財政法を通 して国債の種類 と用途 を学ぶ｡
8.本時の評価法 ･税金の種類 と使われ方,内訳 を知ることができたか｡
･歳入 ･歳出の用途がわかったか｡
･日本の国債発行残高 を知 り, 日本の財政現状がわかったか｡
9.本時の展開
過程 指導内容 生徒の学習活動 指導上の留意点
導入 ｢税金を納めている自覚があるか?｣ 発問に対して答えさせる○ 指名 して答 えさせ
(5分) という発間をして,本時行う税金と財政についての関心を持たせるo るo
展開 1.税金の種類と特徴 補助プリントの空欄に記入させるo 生徒の反応を見なが
直接税と間接税の意味を説明 また,口頭の説明でも重要な部分は ら,説明が早くなり
し,直間比率の内訳を教える02.歳入と歳出と国債(1)歳入と歳出まず, 入 .歳出をプリントを メモさせるo補助プリントの空欄に記入させる○ すぎないように心がけるo項目ごとに少しの間
使い確認するo 歳出において ｢社会保障とは?｣, を取って,生徒の理
先ほど学んだ税金収入が歳入に ｢歳出の 2番目に多いのは何か?｣ 解 を促 し,確認す
おいてどの程度なのかを説明 という発間に答えさせるo る○発間は,複数の生徒





(2)国債依存度歳入 .歳出の話から,実際にど グラフに意識を集中させ,変化する 考えさせる○グラフは,今どこを
の程度,財政が国債に依存をし 98年度を境に,その前後の違いをし 見ているのかを何度
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4条 『国の歳出は,公債又は借入金以外の歳入を以って,その財源 としなければならない｡但 し,
公共事業費,出資金及び貸付金の財源については,国会の議決 を経た金額の範囲内で,公債 を発
行 し又は借入金をなすことができる｡』
5条 『すべて,公債の発行については, 日本銀行にこれを引 き受けさせ,又,借入金の借入につ






過程 指導内容 生徒の学習活動 指導上の留意点
導 *生徒が納めている税金 *自分たちが納めている税金,知 ･指名して答えさせるo
入 *家族が納めている税金 つている税金の名称をあげるo *生徒があげた名称をメモ的
5 ･本時に行う税金と財政について *できれば,その税金の簡単な説 に板書するo
A 関心を持たせるo 明もするo
展 1.税金の種類と特徴 *竪琴塑型,塾些撃墜,塗壁昼型 ･生徒の反応を見ながら,説
･直接税と間接税の意味 をプリントの空欄に記入するo 明が早くなりすぎないよう
･直間比率の内訳2.歳入と歳出と国債 また,それぞれの基本的な遠いと,税収全体に占める割合を理解する○*税収と歳入の違いと差額を理解 に心がける○*家計の レベルに置 き換え
(1)歳入と歳出 する○ て,歳入と本来の収入の差
*歳入に占める税収の割合 *塑型昼をプリントの歳入の欄に 額があることを明確に把握
･歳入 .歳出をプリントで確認 記入するo させるo
(家計になぞらえる) ･歳出において ｢社会保障 と ･発問は,複数の生徒に問い
･歳入に占める税収と国債の割 は?｣,｢歳出の 2番目に多いの かけ,生徒の集中力を保つ
令 は何か?｣ ((9国債費)という と共に,考えさせるo
･歳出における3項目 発間に答える○ *家計でいえば,借金を返済
開 (*社会保障 .地域財政の詳 *この財政状況を家計でみるとど するために,借金をしてい










まと ･今日のポイントの確認 ･全体を通して,わからないこと *まとめる際に,他国の国家
め ･自分たちの税金の使われ方と, があれば質問をする○ 財政と比較して,日本が特
5 国債依存度を通じて財政-の関 *財政を巡る自分の意見を用紙に 殊な状況にあることを伝え
2.｢現代社会｣学習指導案
次に検討対象とする学習指導案は,資料 2｢公民科 『現代社会』学習指導案｣である｡











平成17年 6月16日 木曜日 1限
15HR 在籍42名






6時間 (1)高度経済成長と産業構造の転換 - 1時間
(2)経済のバブル化 とその崩壊 ･ ･2時間 - 本時 1/2
(3) 日本の財政問題 - ･1時間
(4)金融の自由化と国際化 ･ ･1時間
(5)中小企業と農業 ･ ･1時間







過程 教師の指導内容 生徒の学習活動 指導上の留意点
導入 ･前回の授業のグループワーク ,ユ ･前回の授業で使用 した ･海外進出,現地生産の現状を
ニクロの事例を振 り返る〇･為替とは何か 説明す o プリントを見直す○ 確認させるo
展開 ･為替の変動が経済に与える影響を, ･説明を聞きながらプリ ･｢為替の変動は経済を変える｣




･円高 .円安の影響教科書 92ページ,149ページのグ つた所はメモをするように注意を促す〇92ページは ｢海外生産比率上
ラフも参考にする○ する〇･以後 もプリントの空欄 149ページは ｢変動為替相場制｣ とい うところに注意す<プラザ合意>･背景 .EI的 .経過から,プラザ合 る〇･プラザ合意の特徴的な為替の
意がこれまでの日本経済を変えた 箇所を埋めてい く作業 変動 ｢人為的に変動させた｣
ということの内容と,プラザ合意によって日本の企業や経済がどう変化 したのか説明する (円高の影響は)0一もう一度,教科書 149ページ グ をする〇･教科書のグラフに注目 ということに注意する〇･今度は1985年から急激な円高
ラフを見させるO するo になっていることを確認する
･ここでグループワークを行う0日 ･班になり,問題につい ･どんな小 さなことでも良いの
本企業と日本政府の2つに分け, て相談 し合い,何をす で,真剣に考えてもらう〇･公定歩合上げ下げによる経済





バブル化について説明する〇･金融政策財テク< 崩壊>･なぜ公定歩合を上げ,地価 .株価 ことをイメージさせるo･時間 掛けず適切に説明して
が暴落 し,バブル崩壊となったの にとつたメモを参考に いきたい〇･デフレスパイラルに関してフか,その経緯を説明し,崩壊 となった要因を黒板に箇条書きしながらまとめる〇･崩壊後 日本経済 するo
･不良債権貸 し渋 りデフレスパイラル オーラム140ページ参照
まとめ ･バブル経済を経てもなお,今日の ･再度,グループワーク
私たちに残された課題はあまりにも大きいが,グループワークでやっ 通 り,企業経営のあり方次第でも経済は良くなる だと投げかけるo のプリントを見るo
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現代社会プリン ト










































鮎 牛肉1トン 米 ドルで 5万 ドル を日本に輸入
1ドル 100円 1ドル 50円
500万円











































過程 教師の指導内容 生徒の学習活動 指導上の留意点
導入 ･前回の授業のグループワーク .ユ ･前回の授業で使用 した I.海外進出,現地生産の現状 を
ニクロの事例･為替とは何か プリントを見直す○ 確認 させるo
展開 ･為替の変動が経済に与える影響○ *プリン トに記入 しなが ･｢為替の変動は経済を変える｣
(プリント使用) ら,円高 .円安によっ と強調○
･為替 とは て,輸出 .輸入に与え ･日本が輸出依存国であること
･なぜ変動するのか る影響を具体的な金額 も伝える○
･円高 .円安の影響<プラザ合意>･ の背景 .目的 .経過 で把握する〇･以後 もプリントの空欄 ･空欄以外 も必要事項はメモするように〇プラザ合意の特徴的な為替の
･プラザ合意による日本企業や経済 箇所 を埋めてい く作業 変動 ｢人為的に変動 させた｣
の変化 (円高の影響) をするo ということに注意する○
*教科書 92ページ,149ページのグ *教科書のグラフから, *92ページは ｢海外生産比率｣,
ラフ･グループワーク<経済のバブル化>公定歩合 とは何か○ プラダ合意前後の変化 149ページは ｢変動為替相場
を読み取る○*7人 1班で,日本企業 制｣ と,急激な円高に注意する〇･どんな小 さなことでも良いの
と日本政府の2つに分け,どちらかの立場で円高 (プラザ合意)への対応を考え,答える〇･ リントの横 に簡潔に で,真剣に考えてもらう〇･公定歩合上げ下げによる経済
*バブルを象徴する写真や資料 メモをとる○ 効果を板書するo




一財テク<バブル崩壊>･公定歩合を上げた理由, 引 き起 されたことを説明する○*土地の神話で地価が高かつた例を挙げる○ (写真や資料)班ごとの意見 をコンパク トに
･結果としての地価 .株価の暴落 つたら,どのような判 発表する〇･デフレスパイラルに関 してフ
･バブル崩壊の経緯と要因 断をしたかを考えて,
崩壊後の日本経済･不良債権 発表する○
･貸 し渋 りデフレスパイラル オーラム140ページ参照
まとめ ･バブル経済を経てもなお,今 日の ･再度,グループワーク
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ア ドバイス したものが,｢指導過程 修正版｣
である｡
｢展開｣では生徒が為替の変動による輸出入
の変動を見ることになるので,その意味を把握
できることをポイントとして押さえる｡また,
教科書のグラフの読み取 り,グループでの話 し
合いなど,変化のある ｢生徒の学習活動｣を構
成 しているので,(プラザ合意)についての話
し合いを,(バブル崩壊 )についても生か し,
自分たちが当時の政府だったら,どのような判
断をするのかを,班ごとに話して発表できると,
発想が広がるのではないだろうか｡
まとめ
本学の教職課程では ｢教科教育法｣や ｢教職論｣
の授業で模擬授業をし,学習指導案を提出してい
る｡また,教育実習校での研究授業の学習指導案
も提出している｡今後,このような形で蓄積する
ことが,教職課程の財産にもなるだろう｡
指導案の入力に当たって,情報科学科 ･佐藤
亜希子さんの協力を得た｡感謝したい｡
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